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福 山 市 立 赤 坂 小 学 校 Ｐ Ｔ Ａ 会 則

（第１章 総則）

第１条 この会は，福山市立赤坂小学校ＰＴＡという。

第２条 この会は，事務局を福山市立赤坂小学校内に置く。

（第２章 目的と活動）

第３条  この会は，保護者と教職員とが協力して，家庭と学校と社会における児童の健全な育成と幸福な成長

をはかることを目的とする。

第４条 この会は，教育を本旨とする民主団体として，前条の目的をとげるために次の活動をする。

（１） 民主教育に対する理解を深め，よい保護者，よい教職員となるために，会員相互の教養を高め親睦をは

かる。

（２） 家庭と学校の緊密な連携によって，児童の心身の健全な育成，福祉の増進につとめる。

（３） 学校の教育的環境を整備し，教育効果を高めるため公教育費の充実につとめる。

（４） その他必要な活動をする。

（第３章  会員）

第５条 この会の会員は，赤坂小学校に在席する児童の保護者及び赤坂小学校の教職員をもって構成する。

第６条 この会の会員は，すべて平等の権利と義務を有する。

（第４章 組織と構成）

第７条 この会の運営のあたり，次の組織を置く。

１ 総会  ２ 委員総会  ３ 役員会 ４ 本部会

５ その他の部委員会（専門部，学年部，地区部）

（第１節 総会）

第８条  総会は，この会の最高決議機関であり，全会員をもって構成し定例総会及び臨時総会とする。定例総

会は年度始め，臨時総会は会長又は委員総会が必要と認めた時及び会員の３分の１以上の請求があった

時会長が招集する。

総会は，全会員の過半数をもって成立し，出席者の過半数をもって決議する。

第９条 総会は，次のことを協議決定する

（１） 行事計画及び予算に関する事項

（２） 行事報告及び決算に関する事項

（３） 役員の承認に関する事項

（４） 規約改正，その他重要事項

（第２節 委員総会）

第１０条 委員総会は，総会につぐ決議機関で，各学級，各地区から選出された委員，この会の役員及び学校

委員（教職員）をもって構成し，会長または役員会が必要と認めた時会長が招集する。

第１１条 委員総会は，次のことを協議する。但し総会より委任された事項及び緊急事項は，協議決定する。 

（１） 行事計画及び予算編成に関する事項

（２） 総会に提出する議案及び報告書の審議作成に関する事項

（３） 役員の選出に関する事項

（４） 細則の改正，その他必要事項
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（第３節 役員会）

第１２条 役員会は会長が招集し，執行事務全般について協議決定する。(ただし監査委員は議決権はないもの

とする) 
役員の構成は，会長，副会長，監査委員，各部部長，校長，教頭，関係教職員をもってする。

（第４節 本部会）

第１３条 本部会は，この会の行事，ＰＴＡ活動，その他の必要事項についての企画立案をし，準備する。

構成は，会長，副会長，校長，教頭，本部担当の学校委員（教職員）をもってする。

（第５節 専門部会）

第１４条  この会に，専門的に調査・研究・企画実践する機関として次の部を設ける。この専門部会は，各学

級より選出された委員及び学校委員がそれぞれの部会に所属して構成し部長が必要と認めたとき招

集する。

（１） 教養部会・・・会員相互の教養を高めるための立案と運営に関すること。

（２） 広報部会・・・会員に情報の伝達と交換のための広報活動の立案と運営

に関すること。

（３） 保健体育部会・・・児童，会員の健康増進のための立案と運営に関する

こと。

（４） 厚生部会・・・児童，会員の福祉，親睦のための立案と運営に関すること。

（第６節 学年部会）

第１５条 学年部会は，学級委員及び学級担当教師で構成し，学級活動の立案と運営にあたる。

（第７節 地区部会）

第１６条  地区部会は，地区委員及び学校委員で構成し，活動は学校と家庭と地域が緊密な連絡を保ちながら，

児童の校外指導に当たる。

（第５章 会議）

第１７条  この会の会議を円滑にするために，その都度議長を選出し，議決はすべて出席者の過半数の同意を

必要とする。

（第６章 役員）

第１８条 この会の役員は，次のとおりとする。

会長１名 副会長５名 監査委員２名 会計１名 書記１名

各学年部長，各専門部長，副部長，地区部部長，副部長

第１９条 役員の任期は１年とし，再選は妨げない。但し，欠員補欠の場合は，前任者の残任期間とする。

第２０条 この会の委員及び委員の選出は，細則において定め，総会において承認を得る。

第２１条 役員の任務は，次のとおりとする。

（１） 会長は，この会を代表し，会務を統括する。

（２） 副会長は，会長を補佐し，会長の支障のある時はこれを代行する。

（３） 会計は，この会の会計事務にあたり，監査委員を経て総会において決算報告をする。

（４） 書記は，会務の記録をする。

（５） 監査委員は，この会の会計監査を行い，総会において監査報告をする。

（６） 各部長は，副部長と協力し，担当業務を遂行する。

※（７） 本会に顧問若干名を置くことができる。
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（第７章 会計）

第２２条 この会の必要経費は，会費・寄付金・その他の収入をもってあてる。

第２３条 この会の会員は，会費を納めることとし，会費は総会において決定する。

第２４条 この会の会計年度は，毎年４月１日に始まり，翌年３月３１日に終わる。

（第８章 付則）

第２５条 この会の細則は，委員総会において決定し，次期総会に報告しなければならない。

第２６条 この会則は，昭和５４年４月２８日より実施する。

（付則）

１９９９年（平成１１年） ５月 一部改正

２００３年（平成１５年） ５月 一部改正

２００６年（平成１８年） ４月 一部改正

２００６年（平成１８年）１１月 一部改正

細則

（役員および役員選出規定）

第１条 選出される役員・委員は，会則１４条，１８条，１９条，により次の通りとする。

＜本部役員＞会長１名，副会長５名，監査委員２名，会計１名，書記１名

＜各部役員＞各専門部部長・副部長，地区部部長・副部長

＜各部委員＞部長，副部長以外の各部委員

※専門部とは，教養部，広報部，学年保健体育部，厚生部を示す。

（本部役員の選出）

第２条 会長は，役員選考委員会において選考し，総会において承認を得ることとする。

第２条(２)副会長は第１学年を除く各学年より１名ずつ選出し，総会において承認を得ることとする。 
第３条 役員選考委員会の構成は次の通りとする。

会長，副会長，監査，校長，教頭，書記（教職員）

第３条(２)役員会の協議により，副会長増員の必要があると認められた場合は，増員出来ることとし，総会にお

いて承認を得ることとする。

（各部委員および役員の選出）

第４条 学級委員は各学級において立候補，推薦等をもとに協議し，４名を選出する。

第５条 学級委員は，それぞれの各専門部への所属を協議，決定した後，各専門部会で協議し，各専門部部長お

よび副部長を選出する。

第６条 監査委員，会計，書記は，会長が委嘱し，総会において同意を得るものとする。

第７条 学校委員は，教職員全員とする。

（役員選出に当たっての留意事項）

第８条 本部役員の選出に当たっては，長期留任が負担とならないよう，できるだけ新しい役員を起 用す

ることに努め，概ね３分の１の役員の更新を目安として選考に取り組む。ただし，本人の意思による留

任は妨げない。

第９条 本部役員以外の役員，委員の選出においても，長期留任が負担とならないよう，できるだけ

未経験者の中から選出することに努める。ただし，本人の意思による留任は妨げない。また，立候補や

部会所属についての希望は，できる限り尊重されるものとする。

（役員選出選挙実施規定）

第１０条 役員の立候補者が定数を越えるときは選挙によってこれを選出する。

第１１条 役員選出選挙における選挙権，被選挙権はすべての会員がこれを有する。
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第１２条 会長選出選挙の実施に当たっては，役員選考委員会を役員選挙管理委員会に改組し，その責任のもと

実施するものとする。

第１３条 会長選出選挙は，全会員による無記名投票において行い，得票数の多いものを当選とする。得票数が

同じ場合は抽選によって決定するものとする。

第１４条 選挙人名簿は会員名簿をもってこれに当てる。

第１５条 副会長，学級委員，専門部役員，地区部役員の選挙は，学級会または各部会において簡易的に実施す

るものとする。その方法については，特に規定せず，出席者の合意によるものとする。

第１６条 その他，役員選挙の運営の細目については，役員選挙管理委員会で協議のうえ決定する。

（付則）２００６年（平成１８年）１１月 第１章全部改正

２００７年（平成１９年） ４月 第１章第３条一部改正

２００８年（平成２０年） ４月 一部改正

２０１１年（平成２３年） ５月 一部改正


